
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

上越市家庭教育支援チーム 

 （呼称：すまいる桜援団） 

  

 

②活動拠点 上越市 

③活動範囲 上越市・妙高市 

④組織体制 

 

   ８ 人 

公民館主事 １名・障害者団体 ３名・児童クラブ指導員 １名 

その他 ３名 

 

⑤活動開始年度 平成３０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）上越市家庭教育支援チーム すまいる桜援団 

          事務局 山川美香（上越地区手をつなぐ育成会内） 

（TEL）025-530-7788   （E-mail）j-ikuseikai@kve.biglobe.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） ☐小学生（中学年） ☐小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:j-ikuseikai@kve.biglobe.ne.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

１．小学校就学前児童をもつ保護者を対象に家庭教育講座の実施 

就学前検診や移行学級（入学前に実施される保護者説明会）などで学

校や保育園へ出向いて講座を行います。 

講座は、新潟県教育委員会・新潟県地域家庭教育推進協議会が作成

した「家庭教育支援ガイドブック」を活用します。学校とも相談して複数の

テーマを提示し、子育てのポイントを学び考えることを目的としています。

保護者は小グループに分かれ、各家庭のことを話します。情報交換や気

持ちの共有などで、保護者同士のつながるきっかけにもなっています。

「子育て」について向き合う時間を提供しています。 

 

２．自主講座の開催 

年に１回、自主講座を行っています。子育てをテーマに講師を迎えたり

子育ての先輩としてスタッフが講師となり経験談を話すこともあります。 

「子育て」の悩みの共有、情報交換、参加者の気持ちが少し楽になるよ

うにと、講座を行っています。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

１． 学校での家庭教育支援講座は、同年代の保護者同士が、子育てについ

て学んだり、気持ちを共有して不安を軽減するなど、日頃の子育てを見

つめ直す時間になっています。 

参加保護者のアンケートからも、良い機会になったと評価を得ています。

学校からは、子どもに向きあう機会、保護者同士のつながりができると、

継続して依頼するところもあります。 

 

２． 自主講座により、もっと自由なテーマでの地域への働きかけを行いま

す。特にスタッフ自身の経験談では、地域の身近な話として参加者から

は「もっと聞きたい」と感想があります。 

地域の子育て真っ最中の保護者を応援する講座です。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （上越市赤い羽根共同募金助成金を活用） 

 


